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本論文は、沿岸域の水産重要種であるマダイとヒラメについて、

稚魚期の成育場における生態や漁獲加入との関係、種苗放流技術に

関してまとめたものです。マダイとヒラメはどちらも我が国におけ

る栽培漁業（人工種苗を海に放流して、十分に成長してから漁獲す

ること）の対象種ですが、放流する場所で稚魚がどのような暮らし

をしているのか、よく理解されないままに放流が進められています。

山田氏は、マダイの人工種苗が放流後にどのような行動をとるのか

を観察し、放流後のなわばり形成が重要な行動であることを明らか

にしました。また、ヒラメの稚魚期における餌利用について全国的

な知見の整理を行い、瀬戸内海では他の海域とは異なる餌利用の様

式がみられることを明らかにしました。 
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